
第２表の２（小） 

学校名 清瀬市立清瀬第六小学校 

（２）特色のある教育活動 

ア 児童一人一人の自己肯定感を高めるため、全ての児童が「できた。分かった。」との思いを

もつことができる教育活動を充実させる。 

① 国語科授業改善により言語に関する能力を高める指導を充実させ、児童の論理的な思考力

や適切に表現する力を育成する。併せて特別支援教育のコミュニケーションに係る自立活

動等の考え方による支援を生かし、児童が自己の思いや考えを肯定的に捉え、自信をもっ

て表現できるようにすることで、自尊感情・自己有用感・自己肯定感を高めさせていく。 

② 外部専門家や校内指導教諭を講師とした校内研究を実施する。校内研究会を原則公開と

し、「言語に関する能力の向上を通して、児童の自己肯定感を育む。」との考え方を共有す

るため、保護者・地域の参加を積極的に促す。また、他校教職員に本校研究会への参加を

呼びかける、本校から他校へ指導・助言等に赴くなど、市内への普及・啓発に努める。 

③ 児童の認知特性等に係る教育的ニーズや、学習状況に応じた得意な学び方などを把握し、

児童自身による学習方法の選択を取り入れた授業づくり等、多様な児童の学びに合わせた

指導の在り方を追求する。ＩＣＴ機器や学校図書館の学習センター機能を活用し、個別最

適な学び・協働的な学びの充実を図る。 

④ 校内委員会の充実を図り、特別支援教室と通常の学級との密接な連携のもと、児童一人一

人の教育的ニーズに応じた個別の支援を共通実践化する。特別支援教室担当教員による学

級内支援を時間設定し支援の充実を図るとともに、学校生活支援シート・個別指導計画に

基づく支援の在り方の見直しと改善を、担任との協働により推進する。 

⑤ 地域ＮＰＯの不登校支援事業との連携により、学級に安心感をもてない児童の居場所を校

内に設置し、ＩＣＴ活用により学習を保障しつつ、安心感や自己肯定感を高められる関わ

りを体験させる。 

イ 児童が自らの特性を知りすすんで生かし、成功体験を積み重ねていくことができるような、

多様な教育活動を支えるための「地域とともにある学校」づくりを推進する。 

① コミュニティスクールとしての組織基盤をさらに強固なものとする。学校運営協議会にお

ける熟議により、育てたい児童像を共有し、協働を推進する。 

② 保護者・地域向け講座を開催し、「地域とともにある学校づくり」に係る理解啓発講座を

実施する。支援者の育成を行い、人材を確保する。 

③ 地域参画型授業により、協力的・参加的・体験的な学習を取り入れた、多様な児童がそれ

ぞれに達成感を味わえるバリエーション豊かな教育活動を展開する。各年間指導計画の見

直しから教育課程を社会に開き、地域参画型等の直接体験や、ＩＣＴを活用したオンライ

ンによる体験の活動を取り入れた授業を実践し、改善を図る。 

④ 既存の支援員制度とともに、学校支援地域本部を通し関係諸機関や地域人材を積極的に活

用し、個別の支援を充実させる。担任と支援者の打合せにより個別の教育的ニーズや支援

目標を共通理解させ、支援の充実を図る。本部主催による特別支援教育に関する講座開催

等を通して支援者の育成を行い、人材を確保する。 

⑤ 学校行事と地域行事の連携を積極的に図る。児童と地域住民に「おらが学校」の意識を共

有させるとともに、教職員の参画意識を高めていく。 


